（総会）12/10懇親会、11/19第14回活動日
2016年度天空の里いもい農場のまとめと2017年度の進め方（案）
2017年1月28日

１．趣旨

　天空の里いもい農場は、2014年に1家族でスタートし、2015年度は5家族、2016年度は13家族と参加家族が増加してきました。今年度は、様々な企画が実施され、参加者とスタッフ共に楽しみながら活動に参加することができました。また、諸団体とのつながりも大きく広げることができました。

今年度の活動を振り返り、2017年度の進め方について報告します。
２．活動概要

（１）参加

①　登録人数　…　13家族44人　内訳：大人22人、子ども22人（2015年度は5家族18人）

②　年間参加人数　…　のべ401人（2015年度はのべ207人）

（２）参加費　…　大人2,000円、子ども1,000円、飛入参加１人１回500円

（３）活動内容と参加家族数

	回数
	開催日
	活動内容
	参加

家族

数
	参加

人数

	1
	4/23（土）
	【開講式】（畑）ジャガイモ・ネギの作付け（野遊び）オリエンテーション
（食育）野草の天ぷら　※注2
	11
	33

	2
	5/7（土）
	（畑）スイカ、カボチャ、ズッキーニ、トマト、ピーマン、大根、落花生、ナスなどの作付け（食育）うすやき作り（野遊び）近隣散策、看板作り
	10
	33

	3
	5/21（土）
	（田んぼ）田植え　（畑）サツマイモ、くらかけ豆の作付け　

（野遊び）看板序幕式
	9
	29

	4
	6/11（土）
	（畑）草取り、収穫　（食育）手打ちうどん作り（野遊び）ペットボトル風車作り、壁新聞作り（その他）助成金対応の報告
	8
	24

	5
	7/2（土）
	（田んぼ）朝飯前体験企画、田んぼと旧プールのいきもの調査
（食育）朝飯作り（畑）草取り、長ネギの土寄せ、ナスなどの収穫　※注2
	10
	38

	6
	7/16（土）
	（畑）草取り、ナスなどの収穫　（食育）ズッキーニ料理交流会

（野遊び）生き物交流会（新遊休農地の活用）耕運
	7
	21

	7
※注1
	8/6（土）
	【ジャガイモ収穫したい（隊）企画】（畑）草取り、ジャガイモなどの収穫、耕運（食育）カレー作り、農業クイズダービー　※注2
	8
	27

	8
	8/27（土）
	（畑）草取り、白菜・大根作付け、夏野菜などの収穫　

（食育）夏野菜バーべキュー、贅沢かき氷作り　※注2
	6
	22

	9
	9/10（土）
	（田んぼ）稲刈り（畑）草取り、秋野菜の作付け　（食育）おやき作り
（環境）コンポストクイズ
	7
	22

	10
	9/24（土）
	（畑）草取り、収穫、秋野菜間引き（野遊び）壁新聞作り
	7
	23

	11
	10/8（土）
	（畑）草取り、収穫、秋野菜間引き、野菜棚の片づけ（食育）新米おにぎり作り（野遊び）ワラ遊び
	7
	23

	12
	10/22（土）
	（畑）草取り、秋野菜間引き、サツマイモ・くらかけ豆などの収穫

（地元）りんご収穫　（食育）おしぼりうどん作り　（新遊休農地の活用）柿収穫、ミョウガへのもみ殻撒き
	9
	28

	13
※注1
	11/5（土）
	【白菜収穫したい（隊）企画】（畑）収穫、秋野菜間引き（野遊び）焼き芋とパン作り（野遊び）壁新聞作り　※注2
	13
	36

	14
	11/19（土）
	【収穫祭・閉講式】　※注2
	13
	42

	
	
	合計
	125
	401


※注1　期中に参加家族数が増えたため、7回と13回の一般公募は見送りました。
※注2　地元（和田さん・支所・地域おこし協力隊）の参加やお話しがありました。

（４）栽培した種類と品目数
　①　種類　･･･　下記の32品目
□田んぼ：お米（コシヒカリ）

□畑：ジャガイモ（キタアカリ）・千両2号長ナス・ニューエースピーマン・ミニトマト（アイコ）・松本一本ネギ・シシトウ・大玉スイカ・ズッキーニ・坊ちゃんかぼちゃ・丸ナス・シソ・ゴマハツカダイコン・カブ・落花生・オクラ・サツマイモ（ベニアズマ）・くらかけ豆・大豆・黒豆・小豆・ダイコン・ネズミダイコン・聖護院ダイコン・白菜・小松菜・チンゲンサイ・ホウレンソウ・リンゴ（シナノスイート）・リンゴ（フジ）

□三角畑：野沢菜・ミョウガ　※9月から遊休農地を借り受け栽培スタートしました。
②　個人ファーム

　・　8区画で利用があり、畑の有効活用につながりました。草取りも、利用者が実施していましたが、定期的な作業のため、管理の難しさも見られました。収穫サイクルの長い作物の方が管理しやすい様子だったので、次年度の作付けアドバイスに活かします。
３．2016年度のまとめと2017年度の進め方

（１）2016年度のまとめ

①　楽しい食農活動を目指します
　・　活動充実を目的に、くらしささえあい応援金の助成を得て、農機具や調理器具の更新と追加を行い、多くの参加者が農作業に関われるようになりました。また、助成金を活用してコンポストを導入し、活動で出る生ゴミの堆肥化を通じた環境教育の充実が図られました。

・　農機具を大切に使う意識付けとして、カマ研ぎの実演を行いました。

・　野遊びでは、葉っぱでジャンケンやワラ遊び、アイスブレイク（4つの窓）を実施して楽しみました。一方、期中で提案のあった民話を聞く会は、スケジュールの都合で実施できませんでした。

・　活動紹介を目的に作成した壁新聞は、社会会館・芋井支所に掲示いただき、地域に活動を広く伝えることができました。
・　食育企画は、ズッキーニ料理交流会やパン作り、朝飯作り、子どもが頑張って作ったおやき作りなど、地産池消の活動が進化しました。
・　農場で栽培した多種多様な野菜を使った料理を通じて、参加者それぞれのレパートリーを広がった様子でした。また、捨てると思うような野菜の端材の有効活用方法を参加者に伝えることができました。伝える対象が調理に関わった参加者だけだったので、より多くの人に伝えていく工夫が求められます。
・　スタッフがその時々の企画に合わせたお漬け物や、旬の材料で手作りしたゼリーなどを持ち込み、みんなで味わいました。

・　材料ゼロ円の手作り看板を作成し、市道脇に看板を設置しました。
・　栽培したことの無い野菜作りとして、ゴマやオクラ、シソの栽培に挑戦しました。どれも、収穫時期があわないことや雑草に負けてしまうなど、思うように育てることは出来ませんでした。

・　野菜が主役のＢＢＱでは、ズッキーニなどの夏野菜の収穫タイミングが合わず、コープ黒姫農場からの差し入れを受けて実施しました。
・　年間登録者と飛入り参加者を平等に受け入れして、平等に野菜などの収穫物を分けました。飛入り参加者については、次につながる満足度を得られた一方、年間登録者への農作業に関わってきた苦労に対する配慮が必要な状況でした。

　②　地元との交流を進めます。

　・　地元（和田さんや住民自治協議会、地域おこし協力隊、芋井支所）との交流を深めました。
・　朝5：00集合の早朝農業体験（朝飯前を体験しよう！）を実施し、和田さんから水回りの説明や田んぼの歴史・役割、芋井地区の課題などについてお話をいただき、お米作りに理解が深まりました。この企画には大勢の参加がありました。
・　脱穀やワラ切り、リンゴの収穫、農道の草刈り、田んぼの畦の草刈りなど、対応可能なスタッフで地元への協力を行いました。
・　地元との交流の中から、三角畑の活用提案をいただき、14年間の活動の中で、はじめて規模拡大を図りました。草刈りなどで負担が増えますが、農作物の資源が多くあるので、運用方法の工夫が必要です。
③　運営体制を変更します。

　・　メンバースタッフ制度を導入して、メンバーの運営面へのかかわりを強めたことにより、運営がスムースになりました。
・　スタッフが増えた事で、新しい活動の具現化や諸団体とのつながりが深まりました。次年度以降、諸団体とのつながりの深化や、活動をさらに広げるには、組織内の体制強化と、さらなるスタッフの増員が必要です。
④　広報を強め、参加者が増える取り組みを行います。

　・　新しいチラシを作成し、長野市ふれあい福祉センターや子育て広場のじゃんけんぽんで配布をしました。また、ながのボランティア・市民活動支援ネットワーク（支援ネット）の情報市場で配布し、広く活動紹介に活用しました。

・　芋井支所の北村さんを通じて長野市民新聞にニュースリリースを行いました。活動を取材いただき、紙面を通じて広く活動を紹介していただきました。
　・　ＳＮＳを活用した情報発信を、スタッフ・事務局ともに協力して行いました。前年以上の閲覧数となりました。
　・　メルマガとステイクホルダー向け通信の整理を行い、経費低減かつ、効果的な情報伝達を行いました。
　・　芋井住民自治協議会や長野市芋井支所、長野市青年会議所、支援ネットやNPOホットライン信州など、他団体とのつながりを強めました。特に、長野市青年会議所で運営している「ヤングブルー村」参加者を受け入れ、ヤングブルー村における農業体験メニュー化の一歩となりました。他に、「NPO法人しごとみらい」や“移住・交流＆地域おこしフェアJOIN（総務省主催）”の場で芋井地区紹介のための素材として、「長野市青年会議所」の取材を受けました。
・　支援ネットの情報市場を通じて、耕運機や農機具の提供があり、活動充実につながりました。
（２）2017年度の進め方

★　活動開始から15周年の節目の年。地域とのつながりを深めて、頼りにされる存在を目指します。
　①　口コミで参加者が増えるような楽しい食農活動を実施します。

　②　地元との交流を深め地域課題の共有を行い、活動を通じて地域貢献の一助を担います。
　③　運営体制の変更と次の活動担い手としてのスタッフ増員を図ります。
　④　広報と情報発信をタイムリーに行い、芋井の魅力発信を行います。
　⑤　諸団体とのつながりを広げ、深めます。
４．会計報告
（１）一般会計
	収入
	支出

	2015年度繰り越し
	5,321
	農機具・肥料等
	10,633

	正会員費
	30,000
	種苗等
	15,574

	参加費
	67,000
	通信費等
	7,695

	サークル活動応援費
	16,000
	食料・消耗品等
	33,111

	
	
	地主さんへの支払い等
	41,132

	収入合計（A）
	118,321
	支出合計（B）
	108,145


　※（A）-（B）＝　10,176円は、2017年度へ繰り越しとします。
　※この間の一般会計の推移
[image: image1.emf]項目 2014年度 2015年度 2016年度 項目 2014年度 2015年度 2016年度

予算・参加費合計(A) 59,470 90,061 118,321農機具･肥料等合計 7,559 19,512 10,633

種苗等合計 6,884 14,665 15,574

通信費合計 1,743 2,513 7,695

食材・消耗品等 8,269 30,244 33,111

地元へ支払い合計 18,647 17,806 41,132

支出合計(B) 43,102 84,740 108,145

次年度繰越(A-B) 16,368 5,321 10,176

収入の部 支出の部

　

（２）助成金会計

	収入
	支出

	くらし支え合い応援金
	70,000
	農機具・調理器具更新
	30,670

	
	
	メンテナンス
	7,973

	
	
	環境教育
	9,450

	
	
	地元との交流会
	6,884

	
	
	その他
	3,519

	収入合計
	70,000
	支出合計
	58,496


※残金11,504円。
５．添付資料

（１）収穫祭アンケート（全文）

（２）参加人数（詳細版）

（３）一般会計報告（詳細版）

以上

